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ABSTRAK 

Rizkika Isnaeni. 2026. Analisis Penggunaan Media Ajar Berbasis Web JLPTSensei 
sebagai Alternatif Persiapan JLPT N3. Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa 
Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta.  

Penelitian ini bertujuan untuk (1) menganalisis kualitas website JLPTSensei sebagai 
media alternatif pembelajaran dalam persiapan JLPT N3 dan (2) mengidentifikasi 
kelebihan serta kekurangan website JLPTSensei sebagai media pembelajaran mandiri. 
Penelitian ini menggunakan metode deskriptif kualitatif. Data diperoleh melalui teknik 
pengumpulan data berupa survei menggunakan angket yang disebarkan kepada 41 
mahasiswa Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang Universitas Negeri Jakarta. 
Analisis data dilakukan berdasarkan enam indikator yang mengacu pada konsep 
pedagogical usability oleh Rezaei dan Meshkat. Hasil penelitian menunjukkan bahwa 
website JLPTSensei memiliki kualitas dalam kategori baik pada seluruh indikator. 
Nilai tertinggi di antara indikator yang diukur secara multidimensi terdapat pada aspek 
kualitas website sebesar 83,29%, sedangkan nilai terendah terdapat pada aspek 
interaktivitas sebesar 77,19%. Adapun aspek aksesibilitas memperoleh nilai sebesar 
81,46%, namun indikator ini hanya diukur melalui satu butir pernyataan. Selain itu, 
kesesuaian pedagogis dan kualitas konten juga menunjukkan hasil yang baik, masing-
masing sebesar 81,83% dan 81,58%, yang menunjukkan bahwa materi relevan dan 
mudah dipahami oleh pemelajar. Aspek desain multimedia berada pada kategori baik 
dengan nilai sebesar 78,78%. Website ini memiliki kelebihan pada kelengkapan materi 
dan kemudahan akses, namun masih memiliki kekurangan pada aspek interaktivitas, 
belum optimalnya fitur latihan, serta tidak tersedianya umpan balik otomatis. Dengan 
demikian, website JLPTSensei dapat digunakan sebagai media alternatif dalam 
persiapan JLPT N3, tetapi masih memerlukan pengembangan agar lebih optimal. 

Kata kunci: media pembelajaran berbasis web, JLPTSensei, pedagogical usability, 
JLPT N3 
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ABSTRACT 

Rizkika Isnaeni. 2026. An Analysis of the Use of the Web-Based Learning Media 
JLPTSensei as an Alternative for JLPT N3 Preparation. Undergraduate Thesis. 
Japanese Language Education Study Program, Faculty of Languages and Arts, 
Universitas Negeri Jakarta. 

This study aims to (1) analyze the quality of the JLPTSensei website as an alternative 
learning media for JLPT N3 preparation and (2) identify its strengths and weaknesses 
as a self-directed learning tool. This research employs a descriptive qualitative method. 
The data were collected through a survey technique using a questionnaire distributed 
to 41 students of the Japanese Language Education Study Program at Universitas 
Negeri Jakarta. The data analysis was conducted based on six indicators referring to 
the concept of pedagogical usability proposed by Rezaei and Meshkat. The results 
indicate that the JLPTSensei website has overall good quality across all indicators. 
Among the multi-item indicators, the highest score was found in website quality at 
83.29%, while the lowest was in interactivity at 77.19%. The accessibility aspect 
obtained a score of 81,46%; however, this indicator was measured through only a single 
item. In addition, pedagogical suitability and content quality also showed good results 
at 81.83% and 81.58%, indicating that the materials are relevant and easy for learners 
to understand. The multimedia design aspect was also categorized as good, with a score 
of 78.78%. The website's strengths include comprehensive materials and ease of 
access; however, it still has limitations in terms of interactivity, suboptimal practice 
features, and the absence of automatic feedback. Therefore, JLPTSensei can be used 
as an alternative learning media for JLPT N3 preparation, although further 
development is needed to optimize its effectiveness.  

Keywords: web-based learning media, JLPTSensei, pedagogical usability, JLPT 
N3 
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JLPT N3 対策のための代替学習メディアとしての Web 教材『JLPTSensei』

の活用分析 

ジャカルタ国立大学 

リズキカ・イスナエニ 

rizkikaisnaenii@gmail.com 

概要 

A. 背景 

日本語はインドネシアにおいて広く学習されている外国語の一つで

ある。The Japan Foundation（2021）の調査によれば、インドネシア

は世界第 2 位の日本語学習者数を誇り、学習者数は 711,732 人に達し

ている。このような状況の中、日本語能力を客観的に証明する手段と

して、日本語能力試験（JLPT）への注目が高まっている。 

JLPT は N5 から N1 までの 5 段階で構成されており、その中でも

N3 レベルは初級（N4・N5）と上級（N1・N2）をつなぐ重要な中間

レベルに位置している（TCJ Education, 2026）。N3 では、日常的な

場面における読解・聴解能力が求められ、複雑な文構造や自然な速度

の会話を理解する力が必要とされる（The Japan Foundation, n.d.）。

このような特性から、N3 は学習者にとって特に困難を感じやすいレ

ベルであり、準備段階における intermediate plateau（中間停滞）が生

じやすいとされている（Xu, 2009）。 

ジャカルタ国立大学日本語教育学科においても、N3 相当の能力は

卒業論文提出の要件の一つとして位置づけられており、学習者にとっ

て実質的な学習上の必要性が生じている。しかし、53 名を対象とした

事前調査の結果、多くの学生が JLPT N3 の準備において困難を感じて

おり、特に文法（文法）、語彙（語彙）、読解（読解）の習得に課題

があることが明らかになった。また、学習時間の制約や試験形式への

理解不足も問題として挙げられた。 
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このような背景から、Web ベースの学習メディアは自律学習を支援

する手段として注目されている。事前調査では、学習者が最も多く活

用している媒体としてウェブサイトが挙げられ、中でも JLPTSenseiは

広く利用されていることが確認された。JLPTSensei は、文法・語彙・

漢字を中心とした JLPT N3 対策の学習コンテンツを無料で提供するウ

ェブサイトであり、レベル別に整理された教材構成と学習の柔軟性か

ら、独学者にとって有用なメディアとして認識されている。本研究で

は、この JLPTSensei の質およびメリット・デメリットを分析するこ

とを目的とする。 

 

B. 問題提供 

以上の背景に基づいて、本研究の問題提供は次の通りである： 

1. JLPT N3 の学習リソースとして、「JLPTSensei」のウェブサイトはど

の程度有用だろうか。 

2. JLPT N3 の受験対策における自習用リソースとして、「JLPTSensei」

のウェブサイトにはどのような長所と短所があるか。  

 

C. 研究方法 

本研究は記述的定性研究法を用いており、ジャカルタ国立大学日本

語教育学科の学生 41名を対象としたアンケート調査により収集したデ

ータを分析した。アンケートは Google フォームを通じて実施し、

Likert 尺度 5 段階（非常に同意しない〜非常に同意する）による 25 項

目の閉鎖型質問と、3 項目の開放型質問で構成されている。 

分析は Rezaei & Meshkat（2020）の pedagogical usability の概念に

基づく 6 つの指標を用いて行った。また、客観性を高めるため、アン

ケートデータに加え、研究者によるコンテンツ分析（content analysis

）も実施した。具体的には、JLPTSensei のウェブサイト上のコンテン

ツを、Shin Kanzen Master N3、Nihongo Sou Matome N3、TRY! 

Nihongo Nouryoku Shiken N3、Mimi Kara Oboeru N3、および Speed 

Master N3 といった JLPT N3 準備教材と比較・分析した。データの信
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頼性は Creswell（2014）の三角測量（triangulation）の原則に基づき

確保した。 

 

D. 結果と検討 

本研究では、JLPTSensei は JLPT N3 対策のための代替学習メディ

アとして「良い」評価を得た。本研究は、Rezaei & Meshkat（2020）

の pedagogical usability に基づく 6 つの指標を用いて分析を行った。 

表 1 JLPTSensei の評価結果 

 

番号 指標 割合 評価 

1. 教育的適合性 81,83% 非常に良い 

2. コンテンツの質 81,58% 非常に良い 

3. インタラクティビティ 77,19% 良い 

4. マルチメディアデザイ

ン 

78,78% 
良い 

5. ウェブサイトの質 83,29% 非常に良い 

6. アクセシビリティ 81,46% 非常に良い 

 

多項目で測定された指標の中では、ウェブサイトの質（83,29%）

が最も高く、一方でインタラクティビティ（77,19%）が最も低い結果

となった。なお、アクセシビリティは 81,46%と高い数値を示したが

、この指標は 1 項目のみで測定されたものである。 

（1）教育的適合性（81,83%） 

JLPTSensei は、bunpou（文法）および mojigoi（語彙・漢字

）を中心とした教材を提供しており、JLPT N3 の主要コンポー

ネントに対応した構成となっている。研究者によるコンテンツ

分析の結果、JLPTSensei の文法・漢字・語彙リストは、Shin 

Kanzen Master N3 や Nihongo Sou Matome N3 などの主要教材

と多くの共通点を持つことが確認された。これは Tomlinson（
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2011）の alignment の原則と一致している。一方で、dokkai（

読解）および choukai（聴解）のコンテンツは practice test の形

式でのみ提供されており、教材の網羅性という点では課題が残

る。 

（2）コンテンツの質（81,58%） 

コンテンツの質は良い評価を得た。例文の明確さ（81,95%）

、内容の正確さ（81,46%）、説明・翻訳の充実度（83,90%）

はいずれも高く評価された。一方、練習の多様性（79,02%）は

やや低く、バランスの改善が求められる。Tomlinson（2011）

の教材開発の原則に照らすと、教材の関連性は確保されている

が、より多様な学習活動の提供が望ましいと言える。 

（3）インタラクティビティ（77,19%） 

インタラクティビティは全指標の中で最も低い評価となった

。ウェブサイトは主にテキストベースの一方向的な情報提供に

留まっており、自動フィードバックや双方向的な練習機能が不

足している。ただし、Chapelle（2001）によれば、インタラク

ティビティは自動フィードバックに限らず、学習者がコンテン

ツと積極的に関わる認知的プロセスも含む。この観点から、

JLPTSensei のコンテンツを活用した学習活動自体も一種のイン

タラクションとして捉えることができる。 

（4）マルチメディアデザイン（78,78%） 

インターフェースのシンプルさ（79,02%）やナビゲーション

の使いやすさ（78,05%）は概ね良好に評価されたが、音声・動

画素材の活用（76,10%）は最も低い評価となった。Mayer（

2009）のマルチメディア学習理論によれば、テキストと音声の

組み合わせは学習効果を高めるとされており、この点において

JLPTSensei にはさらなる改善の余地がある。 

（5）ウェブサイトの質（83,29%） 

ウェブサイトの質は多項目指標の中で最も高い評価を得た。

特にデバイス互換性（86,83%）および表示の一貫性（83,41%）
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が高く評価された。Loiacono et al.（2002）の WebQual の枠組み

に照らすと、JLPTSensei は使いやすさと技術的な安定性におい

て優れていると言える。 

（6）アクセシビリティ（81,46%） 

アクセシビリティについて、回答者の大多数がウェブサイト

へのアクセスにほとんど支障を感じていないと回答した。

JLPTSensei は登録不要で検索エンジンから直接アクセスでき、

PC・スマートフォン・タブレットなど様々なデバイスに対応し

ている。さらに、PDF 形式での資料ダウンロード機能により、

オフラインでの学習も可能である。これらの特性は、Reinders & 

White（2011）が強調する自律学習の支援という観点からも重要

な要素である。 

E. 結論 

以上の結果に基づき、JLPTSensei のウェブサイトは JLPT N3 対策

における代替学習メディアとして一定の有用性を持つと結論づけられ

る。同サイトは、文法・語彙・漢字を中心とした体系的かつアクセス

しやすい教材を提供することで、自律学習を支援している。 

しかし、学習効果をさらに高めるためには、インタラクティビティ

の向上、練習機能の充実、音声・動画コンテンツの拡充、および自動

フィードバック機能の実装が求められる。したがって、JLPTSensei は

JLPT N3 対策の補助的メディアとして有効に活用できるが、より包括

的な学習体験のためには他の学習リソースと組み合わせて使用するこ

とが推奨される。 

 


